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軟Ｘ線吸収・発光分光は、物質の機能に直接関与する軽元素の p電子や遷移

金属の d電子を検出するのに適した手法で、光励起・光検出に特有の比較的長

い（10-1000nm）検出長を活かして、バルク領域から表面にわたる接続領域、

あるいは埋もれた界面を観測できるという特長がある。軟 X線がある程度のバ

ルク敏感性を持つということと、元素・軌道選択性を持つことをうまく利用し

て、軟 X線吸収・発光ならではの情報を抽出することができる。以下にその応

用例を示す。 

 

 

１.燃料電池正極触媒,リチウム・ナトリウムイオン電池電極のオペランド分光 

  

ガソリンを使わずに、動力源として燃料電池や二次電池を用いる次世代自動

車が市場投入され、今後急速に拡大することが予想されている。しかし燃料電

池においてはコストや資源の問題から、白金などの希少元素を用いない触媒材

料の開発が求められ、二次電池においては航続距離を伸ばすための発電効率や

蓄電容量の改善、あるいは急速充電などの特性改善が求められている。軟 X線

吸収・発光分光は、白金を代替する炭素改質触媒の開発において酸素還元活性

に寄与する化学種を同定して合成プロセスに情報をフィードバックし、二次電

池におけるリチウムイオン、ナトリウムイオンの移動に伴う蓄電・放電特性を

改善する開発の現場において、各元素が蓄電・放電過程において果たす役割を

明らかにして電池の高性能化に寄与している。 

 

 

２.溶液科学への挑戦 

  

軟 X 線の検出長は固液界面の電気二重層厚（1-1000nm）とほぼ重なる。電気

二重層は、電気化学の主役であると同時に、コロイド科学、キャパシタやコン

デンサなどの実デバイス、物質の摩擦や生体適合性、果ては細胞水の問題な

ど、水が関わる極めて広範な界面現象の本質に関わる。軟 X線吸収・発光分光

と他の放射光分光を組み合わせた最新の分析技術の開発によって、界面からの

イオン分布や水の構造を求める最新の取り組みが始まっている。 

 


